
いよく活躍するという思いを込めて～ 

 

なめたらあかん高尾山 

校長 櫻井 勉 

新年あけましておめでとうございます。2025年も鷹南

学園三鷹市立第五中学校をどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

昨年 12 月 12日(木)・13日(金)に教育支援学級(Ｅ組)

の宿泊学習を実施しました。初日には、高尾山の麓から、

滝や川に沿っているため「水のコース」と呼ばれ、険し

い山道である６号路を

全員が元気に山頂まで

完登しました。冬晴れ

の山道を生徒ともに踏

みしめながら、私は高

尾山にまつわる苦い経

験を思い出さずにはい

られませんでした。 

 

30年前、当時の学年主任の発案で、ちょっと変わった

高尾山での１年生校外学習が企画されました。高尾山頂

への登山ルートは、高尾山口駅方面からの一般的なコー

ス以外にも、裏高尾と言われる日影沢方面からや、景信

山・小仏峠のように神奈川県側から向かうルートなど複

数あるので、約 300 名の生徒をいくつかのグループに分

けて別々の登山口から登らせ、山頂で「感動の対面」を

させるという計画でした。 

そこで、夏休みに

入ったばかりの 7 月

24 日午後に、事前の

現地調査(実地踏査)

を実施。若手男性教

員 4 名が学年主任の

運転する車で移動、

それぞれの登山口で

一人ずつ下車し、ルート確認が始まりました。一番若か

った私は旧甲州街道小仏峠からのルート担当で、細い登

山道を登っていきました。「要所に立っている道標に従っ

て行けば大丈夫だから」という言葉を信じて甘い気持ち

で歩いていましたが、十分な表示などなく、そのうち完

全に迷ってしまいました。引き返そうにもその道すらわ

からなくなり、「これが遭難か」とパニックに陥りました。

当時はまだ携帯電話もなく何も頼るものがない中で、時

間だけが経過し、陽が傾きかけた山中で「キキキキー(危 

 

機危機)」と鳴くひぐらしに「自然をなめるとこうなるぞ」

と責め立てられている気分でした。 

しかし気を取り直して「低い山で迷ったら上へ上へと

登り、尾根に出ればなんとかなる」とどこかで聞いた不

確実な記憶に基づきアタック開始。そして真夏の山中を

さまようこと３時間、ここでもう一つの失態「水分を持

ってこなかった」ことが矢のように自分に突き刺さりま

す。ペットポトル飲料はまた普及しておらず、水筒が必

須の持ち物でしたが、「あの高尾山で１時間程度だし」と

準備をさぼった愚か者だったのです。脱水症状で意識が

もうろうとする中、何とか尾根に出てしばらく行くと、

数十メートル先に茶屋のような建物を発見。目に飛び込

んできたのは、店先に並んだオレンジや黒の飲料の瓶。

「助かった！」とふらつく足で必死に近づいてみると、

それは無人の店に積

まれていた空きビン

でした。「幻覚を見る

とはもはやこれまで

か…」と思った次の

瞬間に公共の水道を

発見! 人生であれ

以上においしい水は

飲んだことがありません。  

 

命の水を補給して何とか合流場所であるケーブルカー

高尾山駅付近にたどり着くと、そこには私以上に疲弊し

きった先輩教員たちが座り込んでいました。何と、私以

外の 3 人中 2 人も同じように遭難しかかったとのこと。

迎えに来た学年主任は「あはははー、やっぱ無理だった

かー」と苦笑いして、その年の校外学習は通常のルート

のみでの高尾山登山となりました。「あんな思いをしたの

が、生徒ではなく自分たちで本当によかったね」と、翌

年から 7 月 24日は「遭難記念日」として当時の教員が高

尾山に集合する会が 30 年間継続しています。現在も年に

数回は高尾山を訪れますが、寺社を参拝する際には、山

を甘く見たお詫びと、山の神様に救われてここまで生き

延びていることへの感謝を伝えるようにしています。 

 

みなさんも、登山やスキー、自然散策の際には「東京の

山だから」「観光地だから」と油断することなく、十分な

準備と装備をした上で、安全に楽しんでください。自然

への畏敬の念を忘れないことが、「自然を楽しむ」ための

大切な条件なのです。 

 
◇学校教育目標◇ 

・進んで考える人 

・情操豊かな人 

・心身ともに健康な人 
あげしお

令和 7 年 1 月10日 

鷹南学園三鷹市立第五中学校 

校長 櫻井 勉 

第 11号 

「あげしお」～物事の勢いが盛んになることを意味し、生徒が勢いよく活躍するという思いを込めて～ 

 



12月の五中生： 個人として、学級として、学年として… 2学期のまとめをしっかりと行うことができました！  

 

 

 

 

   

 

   

 

   

普通救命講習（１年生）（12/1０・1１） 

三鷹市では毎年一年生が参加し、貴重

な経験を積んでいます。初日が ABE

組。二日目が CD 組。三鷹消防署と東

京防災救急協会から延べ 20人以上の

職員が参加し、救急救命としての「心肺

蘇生法」と「AED の使用法」などを丁寧

に指導してくださいました。「自分が救

護を担う場面がくるかもしれない…」そ

う想像することで、臨む姿勢が変わっ

てきます。一生懸命に取り組む姿が印

象的でした。 

E組宿泊学習(12/12～13) 

一泊二日という短い時間の中に、様々

なイベントを凝縮させた行程は、深く

思い出に残る充実したものになりまし

した。八王子の「夕やけ小やけふれあ

いの里」を宿泊地として、高尾山の登

山、クラフト作り、醤油工場見学、川越

での七福神巡りなど息つく暇もないほ

ど精力的に活動しました。夜にはアイ

ディアを出し合って企画した「レク大

会」も開かれました。どの場面でも笑

顔が溢れ、仲間との絆を更に深めるこ

とができました。 

鷹南コンサート（12/7） 

吹奏楽部にとっては、12/１に開催さ

れた「丸池わくわくまつり」に続き、地

域行事への２週連続の出演となりまし

た。会場の東台小学校には、地域から

多くの方々が集まり、外の寒さとは対

称的に温かな空気が満ち溢れていまし

た。東台小金管バンド、中原小合唱団

の爽やかな発表の後に、満を持して登

場しました。日頃の練習の成果を存分

に発揮した溌剌とした演奏に、自然と

大きな拍手が沸き起こっていました。 

令和６年度 献立コンクール                               ※敬称略 

グランプリ賞 堀 光希彦（２C） みなさんがおいしくそして簡単に栄養が 

とれる献立 

メフォス賞  松田 穂茉（２D） 安くて健康的！ 

(給食調理会社） 

学園賞  加賀 由馬(2A) 栄養バランスを考えたハンバーグランチ 

   ※上記３つは、内容を少し変更して、給食に採用する予定です 

特別賞  臼井 愛奈（２D） 免疫力 UPで備える！旬の献立 

特別賞  小澤 呂久（２B） 冬に食べたい！お手軽韓国風料理 

 

 

 

８（水） 始業式   

９（木） 学園・校内研（午前授業：⑤⑥カット） 

１０（金） 給食始 

１５（水）  鷹教研（⑤カット） 部活動再登校 

１６（木） 一斉委員会（⑥カット） 

１８（土） 学校公開（３時間授業）  

 卒業生の話を聞く会（E組） 

 新入生保護者説明会 

２０（月）  振替休業日 

２２（水）  自然教室（２年） 給食試食会 

２３（木） 自然教室（２年） 復習確認テスト（１年） 

２４（金） 自然教室（２年） 

２６（日） 都立高校推薦入試 

２７（月）  生徒会朝礼 安全指導  

都立高校推薦入試 

２９（水） 職員会議 

３０（木） 避難訓練 

３１（金） 復習確認テスト（２年）  

都立高校推薦入試発表  

E組：多摩地区特別支援研究会マラソン大会 

 

権平 來聖さんが入賞！ 

種目 3000M男子 

第９位 記録 11分 11秒 

 

 

武蔵野納税貯蓄組合総連合会主催 

第 58回 中学生の「税についての作文」 

優秀賞 堀崎 るの（３年） 

 

第四十回高円宮杯 

日本武道館書写書道大展覧会 

特選 小野 りさ （３年） 

特選 島田 留衣（２年） 

特選 麻生 潤 （２年） 

日本武道館賞 

小松 詩 （２年） 

 

 

 

＜バドミントン部＞ 

東京都中学生バドミントン  

武蔵野・三鷹地区冬季大会 

男子シングルス  

第３位 富樫 勇太（２年） 

男子ダブルス  

第２位 堀 孝基（２年） 

富樫 勇太（２年） 

 

 

三味線教室（２年生：12/23） 

２年生の音楽では、日本の器楽を学ぶ機会を設けて

おり、「三味線」を体験する授業をおこなっています。

杵屋徳衛様を講師としてお招きし、長唄「連獅子」の一

節を皆で取り組みました。 

駅伝大会（３年：12/13  １・２年：12/24） 

体育の授業内で学年ごとの「駅伝大会」を実施しまし

た。４～５人でチームを編成し、校庭と中庭を利用して

作った１周約 500ｍのコースを 12 周（計６km）走り

ました。箱根駅伝さながらの熱いレースになりました。 

1月の予定 

全員が 

自己ベスト 

を更新！ 


